
 

水稲苗に、ムレ苗と障害が出るのは、３５℃以上の

高温と５℃以下の低温です。 

気温が３０℃近くなるとトンネル内は４０℃近い

気温に上昇します。 

最高気温が２５℃を超えれば健苗シー

トの場合、裾は開けっ放しにして、換気を

しっかり行いましょう。 

いよいよ水稲の栽培が始まりました。 

近年の異常気象により急激な温度上昇などで、健苗

シートなどの被覆資材を用いたトンネル内が高温にな

り、高温障害を受けてダメになってしまった苗箱が、

毎年発生しています。 

健苗とは、がっちり育った苗です。日中の葉からの

蒸散が苗の根張りを充実させてくれます。 

日差しが強く２５℃以上になった日は十分に換気を

しなくてはなりません。 

通気性のある資材でも換気が必要です。 

また、最低気温が１２℃あれば保温の必要がありま

せん。 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ＪＡ京都中央 令和 5 年 ５月９日 No.6５１ 作成者 久光裕加里 

 

「京おくら」圃場巡回調査を行いました！ 

4 月 26 日、普及センターとＪＡ職員により、「京おく

ら」の圃場巡回調査を行い、生育状況の確認を実施しまし

た。 

当日は、早蒔きをした６圃場を巡回。夜間の気温が低く、

生育は遅れ気味でしたが、施設栽培は、生育ムラがあるも

のの、順調な生育を確認しました。 

今後も定期的巡回を行い、生育の確認と生産者へのフォローを実施します。 

 

これからの管理 

高温の日に健苗シートをしたままで枯死

した苗（中央部） 

 

鞘葉が黄化枯死

し、根が枯死脱

落した高温障害

の代表的な症状 



 


